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十
七

Soul of Yamato

宇
賀
志
屋
文
庫
主
人

奈
良
県
立
大
学
客
員
教
授

文
物
を
放
出
し
た
。
殊
に
大
和
に
伝
来

す
る
多
く
の
品
々
は
人
々
を
魅
了
し
た
。

そ
の
範
疇
は
い
た
っ
て
広
く
、美
術
工

芸
品
は
も
と
よ
り
、古
典
籍
や
考
古
遺

物
に
ま
で
及
ぶ
。
し
か
も
悠
く
弥
生
時

代
・
古
墳
時
代
か
ら
飛
鳥
・
天
平
の
昔

は
い
う
に
及
ば
ず
、平
安
・
鎌
倉
と
続

き
は
て
は
近
世
・
近
代
と
時
代
を
縦
覧

す
る
。
ま
さ
に
、明
治
・
大
正
の
や
ま

と
は
こ
れ
ら
の
品
々
が
氾
濫
し
た
宝
の

山
で
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

こ
の
大
和
に
赴
任
し
た
硯
学
十
五

堂
・
水
木
要
太
郎
に
と
っ
て
は
、そ
の

歴
史
研
究
家
に
し
て
好
事
家
、収
集
家

と
し
て
の
辣
腕
を
ふ
る
う
に
、ま
た
と

な
い
最
高
の
立
地
条
件
が
完
備
し
た
と

い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

本
稿
で
は
特
に
十
五
堂
が
収
集
し

た
大
和
古
物
と
は
、い
か
な
る
も
の
で

あ
っ
た
か
を
考
察
し
て
み
る
こ
と
と

し
た
い
。

　

水
木
要
太
郎
が
大
和
へ
赴
任
し
た
の

は
、明
治
二
三
年（
一
八
九
〇
）三
月
二
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八
日
の
こ
と
で
、奈
良
県
尋
常
師
範
学

校
教
育
心
得
を
振
り
出
し
に
、明
治
二

六
年
に
は
同
校
教
諭
と
な
り
、明
治
二

八
年
に
は
奈
良
尋
常
中
学
校（
旧
制
郡

山
中
学
）教
諭
と
な
っ
た
。

　

当
時
中
学
校
の
教
諭
と
も
な
れ
ば
、

女
中
一
人
ぐ
ら
い
は
雇
え
る
給
料
は
あ

っ
た
と
い
う
。
こ
の
年
要
太
郎
は『
大

和
名
処
な
ら
の
し
る
べ
』（
四
月
二
五
日

刊
）や『
奈
良
の
名
所
』（
五
月
二
九
日

刊
）と
い
っ
た
大
和
の
観
光
案
内
書
を

執
筆
し
て
い
る
。
郡
山
中
学
在
任
中
に

は
、後
に
東
京
美
術
学
校
校
長
に
就
任

す
る
こ
と
に
な
る
正
木
直
彦
が
校
長
と

し
て
在
籍
し
て
お
り
、幕
末
の
大
和
の

硯
学
谷
三
山
の
蔵
書
を
水
木
の
提
案
に

よ
り
購
入
し
て
中
学
の
蔵
書
に
す
る
な

ど
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
て
い
る
。
惜
し

く
も
こ
の
興
譲
館
旧
蔵
の
漢
籍
は
火
事

に
よ
り
烏
有
に
帰
し
た
。

　

郡
山
中
学
に
十
余
年
在
任
し
た
要
太

郎
は
、明
治
四
二
年（
一
九
〇
九
）奈
良

女
子
高
等
師
範
学
校（
現
奈
良
女
子
大

学
）教
授
に
就
任
し
、大
正
二
年（
一
九

一
三
）奈
良
県
史
蹟
勝
地
調
査
会
委
員

と
な
り
、大
正
四
年
に
は
奈
良
帝
室
博

は
じ
め
に

　

そ
も
そ
も「
大
和
古
物
」ま
た「
奈
良

古
物
」と
い
う
名
称
は
、骨
董
業
界
に

お
い
て
大
和
に
伝
来
し
た
秀
逸
な
古
器

古
物
に
対
し
て
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
、

他
に
京
古
物
や
江
戸
古
物
な
ど
と
い
う

地
名
を
冠
し
た
古
物
の
名
称
は
存
在
せ

ず
、ひ
と
り
大
和
古
物
と
い
う
名
前
の

み
が
存
在
し
て
い
る
。

　

衆
知
の
ご
と
く
、明
治
維
新
の
神
仏

分
離
令
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、大
和
の
古

社
寺
を
中
心
に
、そ
の
関
係
の
家
々
や
、

武
家
に
い
た
る
ま
で
が
永
年
に
わ
た
っ

て
収
集
、保
管
し
て
い
た
実
に
多
く
の

物
館
学
芸
委
員
に
就
く
。
そ
の
後
、大

正
八
年
に
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査

会
考
査
員
、大
正
一
二
年
に
勅
任
官
待

遇
と
な
り
、翌
一
三
年
に
は
勲
四
等
瑞

宝
章
を
授
与
さ
れ
る
と
い
う
ふ
う
に
学

問
上
に
お
い
て
も
、ま
た
世
俗
上
に
お

い
て
も
高
い
評
価
を
受
け
つ
つ
昭
和
二

年
に
退
官
し
、講
師
に
就
任
、鉄
道
省

嘱
託
と
な
っ
た
。
現
役
を
退
任
し
て
か

ら
も
雑
誌『
大
和
志
』を
刊
行
し
た「
大

和
国
史
会
」（
会
長
・
阪
本
猷
）の
設
立

に
関
わ
っ
た
り
後
進
の
指
導
に
も
携
り
、

昭
和
一
三
年（
一
九
三
八
）六
月
一
日

七
四
歳
の
天
寿
を
全
う
し
た
。

　

水
木
十
五
堂
が
大
和
で
活
躍
す
る
明

治
二
〇
年
代
以
降
の
大
和
は
、維
新
の

動
乱
も
一
応
一
段
落
し
、日
清
戦
争
の

勝
利
、日
露
戦
争
の
勝
利
を
経
て
、国

威
宣
揚
の
上
昇
気
運
で
、郷
土
愛
も
そ

れ
に
伴
っ
て
隆
盛
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て

古
器
古
物
を
愛
好
、収
集
す
る
人
も
多

く
、維
新
動
乱
の
余
波
と
し
て
今
で
は

と
う
て
い
望
む
べ
く
も
な
い
美
術
工
芸

品
が
市
場
に
流
れ
て
お
り
、考
古
品
と

し
て
古
瓦
や
土
器
の
収
集
も
簡
易
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。　
　
　
　
　

（
続
く
）

一  

十
五
堂
の
収
集
時
期
と
大
和

大
和
古
物
と

水
木
コ
レ
ク
シ
�
ン

岡
本
彰
夫　
「
大
和
古
物
と
水
木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」　
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奈
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大
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生
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水
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太
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水木十五堂翁（高田十郎「奈良百題」より）

北畠治房男爵手紙（水木十五堂宛）

奥田木佐手紙（水木十五堂旧蔵品）




